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め 、臨床的な絨毛羊膜炎の 重症度と比較す る と圻

養陽性率が低 い こ と とMycoplasma，Urcaplasmaな ど

は 特殊t・
，卜養が必要で 、．長時間を要する こ とが 問逆

点 で あ る ，．そ こ で 全 て の 細 菌 が保 有 す る ユ6S

rRNA をコ ー ドする DNA フ ラ グ メ ン トをPCR 法 に
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